
現地杉並区阿佐谷南3－19－2番地に設置認可
初代校長：安西庫司　就任
杉並第一尋常高等小学校で開設事務開始
校章（帽章）制定
校舎落成　敷地　1,585,123坪　校舎延坪　530,250坪
東京府豊玉郡杉並第七尋常小学校と称し、開校式挙行　校旗制定
学級数：14学級　児童数：702名　職員数：16名
東京府東京市杉並第七尋常小学校と校名変更
校歌制定（倉林香三作詞・本校職員作曲）
開校10周年記念式典・祝賀会
東京府東京市杉並第七国民学校と校名変更
プール完成開場式（15ｍ×7ｍ）
集団疎開始（第1回：長野県小県郡西内村へ）
戦災（校舎に焼夷弾被弾）により10教室焼失

■学校の沿革
集団疎開児童帰校
東京都杉並区立杉並第七小学校と校名変更
創立20周年記念式典・祝賀会
校舎（北側6教室）増築落成
この日より、5月20日を開校記念日に制定
創立25周年記念式典  新校歌制定（明本京静作詞・安西愛子作曲）
創立30周年記念式典
難聴学級開級式
体育館落成祝賀式（児童対象）
鉄筋新校舎第一期工事（6教室）落成
現在のプール付帯設備とも完成（25ｍ×10ｍ）
創立40周年記念式典
学区域変更により杉二小より2・3・4年生転入
鉄筋新校舎第六期工事（図書室，視聴覚室）落成
創立50周年記念式典・祝賀会

校庭整地完了

創立60周年記念式典，記念集会
コンピュータルーム設置工事完了
情緒障害（通級）学級開級式，難聴（通級）学級移設
創立70周年記念式典・祝賀会，記念集会
校庭緑化工事完了 ⇒ 後日（17. 9.12）芝生オープニング集会
平成16・17年度 文部科学省学力向上支援事業調査研究協力校
東京都学力向上支援事業指定校 杉並区教育課題研究指定校　研究発表会
創立80周年記念式典・祝賀会
杉七学童クラブ新築落成（築山撤去）
杉七学童クラブ校舎内開設
平成24・25年度 杉並区教育委員会教育課題研究指定校（小中一貫教育）
研究発表会―阿佐ヶ谷中学校、杉並第六小学校と共に3校合同発表―
屋外防災倉庫設置

小中一貫合同研究授業発表会（於・杉並第七小学校）
情緒障害等通級指導学級「すぎしち学級」閉級⇒特別支援教室「すぎし
ち教室」開設
※区内6校の巡回指導拠点校となる。
創立90周年記念キャラクター 「杉七どん」 誕生
杉七音頭三番、四番歌詞　完成披露
特別支援教室拠点校としての巡回指導エリア（区内6校⇒4校）変更

創立90周年記念式典・祝賀会
オリンピック・パラリンピック教育アワード校表彰
オリンピック・パラリンピック教育アワード環境部門表彰
受賞取り組み［平成31年度第5学年「ごみ減らし隊」］
学校運営協議会発足
オリンピック・パラリンピック教育アワード校表彰
オリンピック・パラリンピック教育レガシーアワード校表彰
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みんなが幸せ

Well-beingWell-being
になる 学校

児童が互いに尊重し、
一人一人が

自己実現していく学校

保護者が子供たちの
成長を願い、

喜びを感じられる学校

教職員が共に助け合い、
より質の高い
教育を求める学校

杉並区立杉並第七小学校
学校経営グランドデザイン

心理的安全性

子供第一主義

人権尊重の精神を基盤に、誰もが「この学校に携わってよかった」と
思える学校を目指します。

家庭・学校・地域など一人の児童は様々な場で
影響を受け育ちます。ですから連携が大切です。

絶えず学び続ける教職員集団で、質の高い教育をめざします。

働き方改革とは、教職員が楽をする改革ではありません。
教職員が本来業務に注力するための改革です。

地域の願いと学校の願いを共にかなえ、
学校と地域がWin-Winの関係を目指します。

児童の学校滞在時間の７５％は授業時間です。
学習指導の充実が図り、児童の「幸せ」を実現します。

生活指導は、学習も含めた学校生活すべての基盤ですので、
最も大切にしていきます。

心理的安全を脅かすいじめ
や不登校等に対しては細心
の注意を払い、何において
も第一に対応します。

メンタルヘルス
児童の「幸せ」を作るため
にも、まずは教職員が健
康でなければなりません。

OJT
職層に応じたOJT（On the 
Job Training）の組織を作
り、活性化を図ります。

校内研究
校内研究の活性化を図り
ます。今年度は体育科を
中心に研究しています。

学校運営協議会
学校運営協議会において、
地域で育てたい児童像を話
し合うなど熟議を重ねます。

学校支援本部
歴史ある支援本部の力を
借りて、杉七タイム等の充
実を図ります。

区や都の研修・研究
杉教研・区のグループ研究、道
場・研究員などの都の研修制度
を励行し、自ら校外から見聞を
広めてくる姿勢を醸成します。

ライフ・ワーク・バランス
家庭と仕事を両立するラ
イフ・ワーク・バランスは最
も重視する一つです。

担当時数の均一化
どの教員にも「空き時間」
が確保できるようにして、
子供と向き合う時間を確
保します。

いじめを見逃さない
いじめはいつでも、だれでも、
どこででも起こります。学習規
律の徹底も大切にします。

キャリア教育
自己肯定感をもって、自分は
どう生きるのかを前向きに
考えられる児童を育てます。

不登校対応
不登校の小さな予兆も見逃さな
い温かく丁寧な観察を大切にし
ます。

楽しい学習
児童にとって「分かった・
できた」が「楽しい」学習
であり、楽しい学習の提供
がよい授業です。

学校HP

常に子供にとって何
が最善かを考えて判
断します。

常に情報の発信源として
活用していきます。

杉七タイム
杉七タイム（生活科・総合的な
学習の時間）を中核とし、地域
の材（財）を生かして特色ある
教育活動を展開します。

インクルーシブ教育
どの児童に対しても必要な教育
で、児童一人一人に応じた支援
を行います。支援の大きさによっ
て合理的な配慮をしていきます。

ICT基礎・基本
個別最適な学び

1人1台端末はあらゆる可能性を秘
めています。個別最適な学びを1人
１台端末の活用で模索します。

地域の教育
リソース

より積極的に地域の
教育リソースを発掘、
活用します。

社会に開かれた
教育課程

共に目指す児童像を家庭
や地域と共有します。

学校は間違え
育つところ

子供はどんな子でも失敗を繰
り返し、反省し、許し・許される
中で成長します。

業務の役割分担・
適正化

学校の管理内と管理外の区別
をもち、地域家庭との連携の下
で児童の育成に当たります。

主体的・対話的で
深い学び

自らの考えをもち、友達と対話す
る中で、教科等の見方・考え方を
深めていく児童を育成します。

生活指導生活指導 学習指導学習指導

能力開発能力開発 家庭教育との連携家庭教育との連携

地域との協働地域との協働働き方改革働き方改革


